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旧著「レーニンの言葉」が電子版として復刊されることになって 

 

 私の旧著、「レーニンの言葉」は一九七〇年頃、芳賀書店から出版されものであるが、今は全く絶版にな

っており、古本屋にときどき現われるにすぎない。今回、それがネット上に掲載されることになり、こうした形

であれ、多くの希望者の手に入り得ることになったのはうれしいことである。 

 「レーニンの言葉」は、小山弘健が中心になって編集した、「誰々の言葉」シリーズの一環として計画され、

発行されたものであり、小山を通して、レーニンの部分が私に廻って来たのであった。なぜ私に来たかは、

小山からは聞いてはいないが、彼としては、共産党以外の左翼ということで探していて、私のことを誰かから

聞いたのであろうか。 

 シリーズの他の本としては、「毛沢東の言葉」といったものが出されたようであったが、それ以外にも出たの

かどうかは定かではない。 

 とにかく私はいわゆる“公式的な”見解を排して、例えば、「国家資本主義」の問題に一つの章をあて、レ

ーニンの新経済政策つまりネップの政策の評価と関連して、ソ連国家（スターリン主義）についても、できる

だけ批判的な内容を盛り込むといったこともしてみた。 

 小山は私の原稿を大体は承認したが、新左翼の急進派を暴露した個所などに若干のクレームをつけ、そ

の部分は大幅に縮小するといったこともあった。 

 今では、レーニンとレーニン主義を持ち上げる党派や人々は少なくなっている。ソ連邦は解体し、スターリ

ンの「国家資本主義」はその本性を暴露して、ますます“自由”資本主義に傾き、その頽廃ぶりをさらけ出し

ている。共産党の不破らは、最近、ますますレーニン批判をこととするようになり、それは一種の流行にさえ

なっている。ソ連邦が解体し、ソ連的な“社会主義”（スターリン主義）への幻想がなくなり、それと関連して、

レーニンの事業までもが疑われるようになったということだけでなく、日和見主義からブルジョア的立場に移

行した不破は、レーニンの思想や実践の革命的な本質に反発したというのが、本当のところであろう。 

 実際、ソ連邦や中国のブルジョア的現実と、レーニンの革命的実践やそのイデオロギーは何の関係もない。

レーニンは確かにネップ（資本主義の容認政策）を「導入」したが、それは、スターリンやフルシチョフらと違

って、それが「社会主義である」とか、「それを通して社会主義に移行する」とか信じたからではなく、そのブ

ルジョア的本性をよく自覚していたが、そうすることなくしては、ソ連の革命的権力が持ちこたえることができ

ないことを知ったからであり、緊急避難として、その政策を採用したにすぎないからである。 

 だから、レーニンはネップ（つまり資本主義の容認政策だ！）のロシアから、うまく行けば、あるいは西欧の

ドイツやイギリス等々で労働者階級が迅速に勝利するなら、社会主義が生まれるかもしれないが、しかし資

本主義に移行する必然性さえあることを常に強調しているのであって、ネップの“危険性”を誰よりもよく自覚

していたのである。 

 レーニンのような実践的な革命家はとりわけ、彼が活動し、生きた時代との関連の中で評価しなてくはなら

ないのであって、その意味では、無条件的な絶対化ほど有害なものはない。しかしその上でなお、レーニン

の活動と理論から、世界の労働者階級が今なお学び得ること、学ばなくてはならないことがどんなにたくさん

あるかを確認しなくてはならない。そしてそうなったとき、私のこの本もまた、その一助となることを期待する。 

 

２００７年５月２３日  著者記す 
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第一部 芸術文化について 
 

 

１ 芸術論 

 

●階級社会と芸術家  

 「われわれの絵画、彫刻、建築の発展におよぼした宮廷のモード、気紛れは、

貴族、ブルジョアの趣味と気紛れと同じだ。私有財産に基礎をおく社会では、

芸術家は市場向けの商品を生産する。彼らには購買者が必要なのだ。われわ

れの革命は、この極めて散文的な条件から芸術家を解放した」 （クララ・ツェト

キンとの会話、一九二〇年） 

 

 マルクス主義者としてのレーニンは、芸

術を社会経済体制の「上部構造」として、

すなわち歴史的なその体制が生み出した

もの、反映という面からとらえている。この

観点に立てば、すべての芸術や文化は、

それが生み出された歴史的な社会と切り

はなすことができない。従って、階級社会

の芸術は「貴族、ブルジョアの趣味と気紛

れと同じ」ということになる。私有財産に基

礎をおく現代の資本主義社会では、芸術

も「商品化」されざるをえないのだから、そ

れ特有のゆがみや卑俗化をこうむる。芸術

家は結局、市場の一般的条件に従属する。

芸術という商品の「需要」は金持ちやブル

ジョアであるのだから、芸術がこうした人々

の好みや心理や趣味を反映しないわけに

はいかない。レーニンは、このように芸術を

いやしめる階級社会を非難し、ロシア革命

が芸術家のおち入ったこれらの「散文的な

条件」から彼らを解放したとよろこんでいる

のである。しかしもちろん、ロシアの革命後の社会的展開は、芸術家を真に解放し、誰にも依存せず、自分

の理想に従って自由に創造するという状態をもたらしはしなかったが、それはまた別の問題である。 

 

●いわゆるモダン芸術について  

 「美しいものは保存し、それを手本とし、それが仮に『古い』としても、そこから

出発するのだ。何故にわれわれは、ただそれが『古い』というだけで、真に美しい

 
レーニン（モスクワ１９２０年） 


